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半年間の研究成果を報告
～平成29年度前期(第46期)研究報告会に参観者多数～

平成29年度第46期研究報告会を22日、南部総合福祉ｾﾝﾀｰ１Ｆ
大ホールで開催しました。第46期研究員は、緊張しながらも４
月からの研究の成果を多くの参観者の前で堂々と報告しました。
トップバッターの山里章子先生は｢わらべ歌を通して幼児のこ

ころの触れ合いを実践｣、伊禮哉子先生は「思考ツールを活用し
た主体的な授業実践｣、阿嘉将史先生は｢指導と評価の工夫を通
して物語文の主体的な読みを実践｣、大浜辰也先生は｢実感を伴
った問題解決学習を通して協働学習を実践｣、山田涼子先生は「ｵ
ｰﾌﾟﾝｱﾌﾟﾛｰﾁによる学びを取り入れ、多様な考え方を育む実践」
をそれぞれ発表しました。参観者からは「新学習指導要領を意
識した実践」「プレゼンテーションがわかりやすい｣｢多くの掲示
物から研究所の研修内容が深い｣等、様々な感想が寄せられまし
た。第46期をもって長期研修修了者は280名となります。研究所
は今後も島尻地区の教職員の資質向上に邁進します。
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。
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。
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磋
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。
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。
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講
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激
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史
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。
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得
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